
計算科学が拓く世界（平成 27 年度） 

授業計画と内容（予定） 

 回数 実施日 講義担当者（所属） 講義タイトル 講義内容 

後期  1 10 月 07 日 中島 浩（学術情報メディアセ

ンター） 

高性能システムとプログラミン

グ－スーパーコンピュータは何

故スーパーか(1) 

スーパーコンピュータの基本概念と、初期のシステムの

歴史と構成原理を概説し、その大まかなイメージを把握

できるようにする。 

2 10 月 14 日 中島 浩（学術情報メディアセ

ンター） 

高性能システムとプログラミン

グ－スーパーコンピュータは何

故スーパーか(2) 

最近のスーパーコンピュータの構成原理と構成例を紹介

し、高性能計算を行うための基本的かつ重要なポイント

を理解できるようにする。 

3 10 月 21 日 小山田 耕二（学術情報メディ

アセンター） 

中島 浩（学術情報メディアセ

ンター） 

高性能システムとプログラミン

グ－データ分析と可視化 

データ分析と可視化から構成されるビジュアル分析は、

計算機や計測装置等から生成される膨大な数値データか

ら知見を得るための基盤技術として重要になっている。

本講義では、計算科学と密接な関係にあるビジュアル分

析概要とその応用について説明する。 

4 10 月 28 日 木村 欣司（大学院情報学研究

科） 

中島 浩（学術情報メディアセ

ンター） 

高性能システムとプログラミン

グ－(偏)微分方程式の差分解析 

計算機の発展とともに、差分法・境界要素法・有限要素

法などを利用し、（偏） 微分方程式の解析が行われて

いる。ポアソン方程式を題材に差分法を概説する。 連

立一次方程式の解法が要求される場面もあるため、その

話題にも言及する。 

 5 11 月 04 日 深沢 圭一郎（学術情報メディ

アセンター） 

大村善治（生存圏研究所） 

 

地球・惑星・宇宙と計算科学 1―

惑星磁気圏 MHD シミュレーショ

ン 

惑星磁気圏の大きさは、その惑星自体の 100 倍以上であ

り、そこを解くためには MHD（電磁流体力学）シミュレ

ーションがよく利用されている。本講義では MHD シミュ

レーションの基礎とその研究例について説明する。 

 6 11 月 11 日 大村善治（生存圏研究所） 

 

地球・惑星・宇宙と計算科学 2―

宇宙プラズマの粒子シミュレー

ション 

地球を取り巻く宇宙空間は地球磁場で捕捉された高エネ

ルギー粒子で満たされたプラズマ環境である。そこで発

生する電磁波と粒子の相互作用の研究に用いられる粒子

シミュレーションについて紹介する。 



 7 11 月 18 日 榎本 剛（防災研究所） 

大村善治（生存圏研究所） 

地球・惑星・宇宙と計算科学 3―

スーパーコンピュータを用いた

気象の予測 

数値天気予報は、ENIAC で弾道計算に続いて 2番目に試

みられて以降、飛躍的な発展を遂げた。この講義では、

観測から初期値を作成する手法と物理法則に基づく予報

モデルについて、その概要を紹介する。 

8 11 月 25 日 牛島 省（学術情報メディアセ

ンター） 

応用計算力学－応用計算力学の

概要と身近な流れの計算につい

て 

河川の水の流れなど、われわれの身近な流体現象の基本

的なメカニズムを解説する。また、スーパーコンピュー

タを使って、それらを再現する研究例を紹介する。 

9 12 月 02 日 黒瀬 良一（工学研究科） 

牛島 省（学術情報メディアセ

ンター） 

応用計算力学－数値流体力学の

役割 

数値流体力学の概要と課題、および様々な研究開発を行

う上でのその適用事例について紹介する。 

10 12 月 09 日 中嶋 洋（農学研究科） 

牛島 省（学術情報メディアセ

ンター） 

応用計算力学－オフロード車両

の走行力学について 

農業機械や建設機械車両のオフロード走行を対象とし

て、剛性車輪やタイヤと地盤の接触を離散要素法や有限

要素－離散要素法で解き明かす。 

11 12 月 16 日 藤澤 和謙（農学研究科） 

牛島 省（学術情報メディアセ

ンター） 

応用計算力学－土と水の相互作

用を科学する 

土（多孔質体）の内部や表面に水の流れが生じると、それ

らはお互いに力を及ぼし合う。本講義では、測定可能な

データからいかに土と水の相互作用を推測できるかを説

明し、数値計算による土の侵食の解析例を紹介する。 

12 01 月 06 日 阿久津 達也（化学研究所） 生命科学－バイオインフォマテ

ィクスと計算科学 

バイオインフォマティクス（生命情報学）は DNA 配列を

はじめとする多種多量の生命情報データの解析に関する

分野である。その概要と計算科学との関連について解説

する。 

13 01 月 13 日 青木 一洋（医学研究科） 

阿久津 達也（化学研究所） 

生命科学－システム生物学：計算

機を使って生命を理解する 

近年、発展が著しい生命科学において、計算機は無くて

はならないツールとなっている。本講義では、生命科学

の現状と計算科学と生命科学の接点、今後の課題につい

て具体的な例を挙げて紹介する。 

14 01 月 20 日 高田 彰二（理学研究科） 

阿久津 達也（化学研究所） 

生命科学－計算生物物理学：生

体分子シミュレーション入門 

タンパク質や DNA の働きは、コンピュータシミュレーシ

ョンによって原子レベルで解析することができ、創薬等

に応用されている。その研究例を紹介する。 


